
夜回り通信 ＶＯＬ １５ 平成１８年６月

１．献品提供者 高校教員 小学校保護者及び教員 幼稚園保護者

２．献品 米１０㎏×１，５㎏×１，１㎏×２ 福神漬け10パック カレールー1 ブレザー1

トレーナー上１ 上下１ ポロシャツ６ ワイシャツ5 ズボン2 セーター3 下着3

３．夜回り 6月7日（水）18時～22時

この日は前夜からの雨が降り止まずにいたが、夕方にようやく小雨から雨上がりの空に変わった。季節は梅雨入りの気配

だが、夜回り中は空気が澄んでいて、やや肌寒いけれども心地よい感じだった。息子と私は例によって遅れて6時半過ぎに

教会に着いた。ご婦人方の早い人は5時頃から来て飯炊きに入っている。台所のドアを開けると洗い物をしている Hさんが
すぐに目に入った。「この間は、どうもでした」「生徒の皆さんはどんな感想を持ったべが？」（失礼ながら）めずらしく弱

気な返事が返ってきた。「あの後すぐに炊き出しボランティアを募ったら何人もの生徒から申し込みがあっただよ」「ああ、

そうかね…」ＮＰＯ法人『萌友』理事長の Hさんを、何をしゃべってもいいからと、強引に勤務先の高校の5月のマリア祭
での講演講師に仕立て上げたのは私だった。『お元気ですか、ホームレスさん』という演題のお話は生徒にとてもわかりや

すく優しい語りだった。ありがたかった。

息子の苦手な薬膳カレーをいただいた後、出発した。法務局裏は不在。雨のせいだろう。荷物はあるのでチラシとおむす

び、ゆで卵は置いてきた。国際センター裏の木立の間を息子と歩く。気持ちよい木の匂いのする空気を感じて、思わずマス

クをはずした。時計を見たら8時20分。不養生で風邪が治らず、もう2週間顔からマスクをはずしていない。ベンチに一人、

休眠中の人。足場をのぞいて、川沿いの洞窟へは諦めた。センターの前庭のベンチに一人。

旧図書館へ回って、Hiさんはやはり留守だった。陸橋下の Oさんに声をかけると「はい」と、テントハウスの中からす
ぐに返事が返ってきた。本人が出てくる前にビニールの入り口がわずかに開いて、中から「ちょっと太ったね」と息子に向

かって何度か言った。「えっ、そうかなあ」息子が笑って答える。Hさんの話だとOさんは以前誰とも口をきかなかったそ
うだ。私たち親子は O さんに気に入られたのかもしれない。きょうは息子にあげようと鎖のベルトを用意していて大事そ
うに手渡した。以前あげた時計が組み立て不能だったのを気にしていたのかもしれない。「いいなあ」と私が言った。「あり

がとうございます」と息子。その後ともかく話が止まらない。毎日市の公園課の係と支援課の T さんがやって来る話から
始め、支援センターに入ってもうまく社会復帰できた話はめったに聞かないことやら……。話を切り上げるタイミング取り

が難しいことが多々あった。申し訳ないですがと言って、橋の下ハウスの方へ移動した。そこでは4人が共同生活をしてい

た。

きょうはもう一カ所新たな巡回場所の指示を受けてきた。道路を挟んだ桜ヶ丘神社の裏に夫婦が住んでいるという。息子

と二人でやや不気味な夜の神社の裏手に回ってみた。外灯が一本煌々と照っている下に大量のゴミの山のようなものがビニ

ールシートで覆われていた。昼間雨の日だったので、移動して不在のようだった。私たちは引き上げた。

４．炊き出し 6月10日（土）9時～15時 路上生活者７０人（女性２人）

今月の炊き出しも雨模様だろうと覚悟していたら、この日は炊き出し日よりの天気になった。誰も皆うれしげな雰囲気だ

った。元寺は結婚式のため、きょうは準備に北仙台教会をお借りすることになった。人手が足りないと言っていた H さん
への予告どおり、本校から8人（私を入れると9人）参加して皆さんから大変喜ばれた。教え子の卒業生3人と、H さんの講
演を聴いた後ボランティアを申し出た3年生3人、それに学校のメールが秘蔵っ子の生徒を連れて参加してくれた。元寺から

荷物を運んでからの準備なので、遅いペースのはずなのだが、11時前に準備が完了してしまった。こんなことは知っている

限りかつてなかった。若い人たちが休まずよく働いたのが大きかったと思う。それはありがたいと思う。

炊き出しの流れはおおむね順調だった。元ホームレスでスタッフに加わってくれる人たちがいつも何人か既に待機し

てくれており、総勢二十数人のスタッフでの対応となった。たまに何かハプニングがあったりするが、この日は酔っぱらい

のオヤジが一人からんできた。どうも家族で来たものらしく、ホームレスではなさそうだった。炊き出しには飲酒禁止と言っ

てある。野宿の人たちは、夜回りの時にも、酒を飲まずに皆待ってくれている。我が身を振り返ってもすごいことだと思う。

学校から連れて行った人たちには、見聞や体験で感じ取ったことを自分の糧にしてもらえたら幸いなことだと思う。

炊き出しボランティアに参加して

A（３年）

先日（５月２９日）の学校行事『マリア祭』でホームレスについての講話を聴いて、自分の知らない世界を始めて知るこ

とができました。それがきっかけとなって今回の炊き出しボランティアに参加することを決めました。朝早くからたくさん

のボランティアの人達と古着の仕分けをし、約８０個の大きなおにぎりを作りました。それらを持って公園に行くとホーム



レスの方たちが大勢待っていました。一人一人におにぎりや豚汁を手渡しするとありがとうと言って受け取ってくれました。

途中で酔っぱらいのおじさんが来て怒鳴られた時にはビックリしたけれども、今回のボランティアを通して、貴重な体験と

経験をさせてもらいました。すごく楽しかったのでまた参加したいと思いました。

Y（３年）

昨年もいろいろなボランティアをしましたが、ホームレスの方々と触れ合うことをしたのは初めてでした。今まで私が持

っていたホームレスのイメージは、「汚い」でした。しかし炊き出しボランティアに参加して、今まで持っていたイメージ

はなくなりました。ホームレスの方と話していると、近所のおじさんのノリで話し初めて会った気がしませんでした。笑顔

がとっても素敵で、皆いい人達ばかりでした。少々問題はあったようですが、とても楽しく、いい経験になりました。

ホームレスの方に来月も来てよと言われたので、できたら来月も参加したいと思いました。

M（３年）

炊き出しボランティアに参加させていただいて、ホームレスの方への偏見が無くなりました。駅によくいるホームレスの

方を見て汚いと思ったり、自然に近づかないようにしていました。今回のボランティアでは多くのことを体験することがで

きました。衣類分別の作業やおにぎりを握る作業をさせていただいて、ボランティアの大変さと楽しさが分かりました。ホ

ームレスの方と直接向き合って話すことも初めてだったので、貴重な体験をさせていただくことができました。この体験を

生かして、人と人との関わりの深さをこれからも多く学べたらよいと思います。また機会があれば参加したいと思います。

Ay（３年）

今回、先生に誘われて初めて炊き出しボランティアに行きました。始めは行きたくないなと思っていたのですが、行って

みると楽しいと感じました。行くとき、今日は絶対に怒らないようにしよう、笑顔で接しようと思っていました。しかし、

その公園に行ってしばらくしたとき、一人の老人が突然こちらに怒ってきました。理由が分からなかった私は、なんだよあ

のお爺さん、こっちは善意でやっているのに何で怒って突っかかって来るの、と無性に腹が立ちました。だけど後から先生

に、ボランティアの人がその人に「少し待っていて」と言ったまま放っておいたので怒ったのだと理由を聞き、怒ったこと

だけに腹を立てた自分が恥ずかしくなりました。そんなこともありましたが後は順調に進み、私も楽しく過ごしました。

初めて炊き出しボランティアに行ってみて、楽しかったです。今回少し怒ってしまい皆さんに迷惑をかけたので、もう一度

参加して今回できなかったことをやりたいと思います。

S（新卒業生）

炊き出しボランティアで、私は初めてホームレスの人たちと関わりを持ちました。今まで、ホームレスの人たちについて

あまり深く考えることもなかったし、見かけることもほとんどありませんでした。もしかしたら、あまり関わりたくないな

と思っていたかもしれません。だけど、ボランティアに参加してみて仙台にもホームレスの人がたくさんいることに自分の

目で見て気づきました。自分の収穫としては、初めて会う人と協力して作業することは意外と良いものだということが分か

りました。

As（新卒業生）

ホームレスの人たちへの炊き出しボランティアについては、去年から知っていましたが、受験のために参加できずにいま

したので、今回の炊き出しに参加できて本当に良かったです。私のホームレスの人たちへのイメージというのは怖い人たち

で話しかけにくい人たちというものでしたが、実際にお話ししてみると優しい人たちばかりでした。今回の炊き出しに参加

して、人と人との助け合いの大切さを改めて感じました。豚汁を配っていたときに言われた「ありがとう」の一言が、こん

なにうれしいものだとは思いませんでした。またやれるときはぜひ参加したいです。

E（新卒業生）

今回初めて炊き出しボランティアに参加してみて、いろんな経験をすることができました。まず衣類等の整理におにぎりづくりなど、

最初はとまどいながらも一生懸命することができました。その後現場に行きホームレスの方たちと接してみて、今まであった偏見な

どがなくなり、いろんな話を聞くことができてとてもためになりました。できればまた参加して、ホームレスの方たちと交流を深めて社

会に対する自分の考えを深めてゆきたいと思います。

次回の炊き出しは7月8日の予定です。ボランティアに参加できる方はお知らせください。また、献品等が

ありましたらお願いします。


